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生体高分子（タンパク質・核酸・酵素）が機能
する時に起こる立体構造変化の全貌を、原子レ
ベルの解像度で捉えた事例は殆どありません。
最先端の量子技術である X 線自由電子レーザー

（XFEL）を応用した時分割シリアルフェムト秒結
晶構造解析法（SFX）を CO2 固定酵素、金属酵素、
膜タンパク質の計測に適用し、触媒反応中に時々
刻々と動く様子を、常温かつ放射線損傷のない
状態で高精度に可視化した上で、反応過程の全
貌を完全解明することを目指しています。
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X 線自由電子レーザー（XFEL）を用いた
タンパク質・酵素の動的構造機能相関の解明
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•  バイオ医薬品などの組換えタンパク質の新たな生産宿主細胞
の候補として、チャイニーズハムスター肺組織より Chinese 
hamster lung （CHL）-YN 細胞を樹立した（理研セルバンク：
RCB5004）。

• CHL-YN 細胞は、抗体医薬品の宿主細胞として最も多く用い
られる Chinese hamster ovary（CHO）細胞よりも 2 倍速
く増え、組換え蛋白質である糖蛋白質をより早く生産する。

• CHO 細胞及び CHL-YN 細胞で共通してみられる染色体不安
定性に着目し、転座のメカニズム解析やオリジナル細胞株の
取得を行っている。
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